
床用コーティング
シリーズ

環境対応塗床仕上げ材（薄塗り仕上げ）
FLOOR COATINGS

新築・塗り替えに適した塗床材

アーキフロアー AWG

水性アーキフロアー U

水性速硬型ミラクフロアー

アーキフロアー EH マイルド

・強風時、または降雨、降雪のおそれがある場合、及び気温5℃以下、（湿度85％以上）での施工は原則的に避けてください。
やむを得ず施工を行う場合には、必ず採暖等により雰囲気温度・被塗面温度を5℃以上にしてください。冬期においては、
施工条件が特に厳しくなる場合があるため、事前に関係者と十分な打ち合わせを行ってください。
・①含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）により、コンクリートレンジ表示値で5％
以下、②ｐＨ試験紙による測定で、ｐＨ10 以下、であることを必ず確認してください。
・下地コンクリートは打設後4 週間以上、モルタルは2 週間（冬季3 週間）以上の養生をとり、かつ十分に乾燥させて
ください。
・水勾配は下地モルタルでとってください。
・軽量コンクリートは塗床下地として適していませんので、できるだけ塗装は避けてください。
・塗膜の膨れ、剥がれ、白化、しみの発生につながる場合がありますので、著しく結露が生じるような場所での使用は避け
てください。
・油面コンクリートは下地処理の方法が異なります。
・風化したコンクリート、雨に打たれたり凍結により強度のないコンクリートについては、最寄りの各営業所へお問い合わ
せください。
・下地にレイタンスや脆弱部があると付着不良の原因となります。電気サンダーやワイヤーブラシなどで予め除去してく
ださい。
・下地のクラック、不陸等は仕上がり不足の原因となりますので、予め下地調整を行ってください。
・材料は規定の範囲内の希釈を厳守し、電動ミキサーなどを用いて内容物が均一になるよう十分に撹拌してください。
・十分な塗膜性能を確保するため、所定の塗回数、塗付量、膜厚を確保してください。
・塗付け量、所要量は、被塗物の形状や素材、塗装方法、環境などによって増減する場合があります。
・水性速硬型ミラクフロアーは施工後、24時間で歩行は可能ですが、十分な耐久性、特に耐薬品性を発揮させるには
1週間（23℃）の最終養生が必要です。
・各標準施工仕様に記載の使用量及び間隔時間を守り、施工してください。
・低温又は高湿度時には、乾燥が遅くなりますのでご注意ください。また、気温5℃以下、湿度85％ＲＨ以上の時は、塗膜
の白化、艶引け、硬化不良、付着不良の原因となることがありますので、施工を避けてください。
・内部の塗装で、換気が十分でない場合や風通しの悪い場合、塗膜中の蒸気が滞留し、塗膜の乾燥が遅くなったり、硬化不
良の原因となるおそれがあります。必ず十分な換気を行い、塗膜が十分に乾燥、硬化できるようにしてください。
・食品工場に使用する場合は、臭いが製品に移らないよう、十分な対策を講じてください。
・乾燥過程で水（降雨）、結露など水分の影響を受けると白化することがあります。
・施工部位を確認し、養生が適切に行われているかを確認してください。
・材料の保管時は、直射日光の当たらない風通しの良い場所で保管してください。
・凍結させないように3℃以上の室内に保管してください。
･性能に支障をきたす可能性がありますので、当社指定以外の材料を混ぜないでください。

・材料は、開缶後十分に撹拌してから、必ず計量器を利用し、製品缶に記載の比率を厳守して正確に混合してください。
　異なった比率で混合すると、硬化不良、塗膜異状の原因となります。
・材料の混合は十分に行い、可使時間以内に使い切るようにしてください。可使時間を経過したものを使用しますと、
　艶引け、硬化不良、付着不良などの原因となります。

・塗装中は換気を良くし、火気の取扱いには注意してください。
・周辺での火気、スパーク、高温物には注意してください。
・静電気対策のため、使用する装置などは接地してください。

共　　　通

施工上の注意点

二液の製品が対象

溶剤の製品が対象

薄膜型 防塵

［製作年月：2021年12月］（211200.YT-2）



コンクリート床は使用状況により摩耗、中性化等の劣化が起こります。

それらを保護し、美しく仕上げる材料の一つが塗床材です。

また、塗床材は室内での施工で用いられることも多く、

環境面、安全面も考慮する必要があります。

弊社の環境対応塗床仕上げ材は、用途、要求性能に応じて水性、

弱溶剤形の薄塗りのコーティング工法、防滑工法の可能な製品を

ラインアップしています。

床用コーティング
シリーズ

環境対応塗床仕上げ材

2 3

薄 塗 り 仕 上 げ

よ り 美 し く

アーキフロアー AWG

水性アーキフロアー U

水性速硬型ミラクフロアー

アーキフロアー EH マイルド

アクリル樹脂

ウレタン樹脂

エポキシ樹脂

エポキシ樹脂

水性

水性

水性

弱溶剤

艶有り

艶有り

艶有り

艶有り

製 品 名 荷 姿 樹 脂 系 区 分 光 沢

　主剤15kg石油缶、4kg缶
☆硬化剤1.5kg缶、0.4kg缶

15kg石油缶、4kg缶

★主剤12kg石油缶、4kg缶
★硬化剤3kg缶、1kg缶

■危険情報と安全対策
製品の取り扱いは、それぞれの安全データシート（SDS）に従ってください。特に、★印のついてい
る製品は溶剤形の製品であるため、下記の点にご注意ください。（☆印は硬化剤のみ★印に該当）
1.引火性の液体のため、火気厳禁です。
2.有機溶剤中毒のおそれがあるため、換気に注意し、防毒マスクまたは、送気マスクを使用する
　などの安全対策を行ってください。
3.施工においては、溶剤成分が室内に流入しないように十分注意してください。

■施工後の注意
本製品には揮発性の化学物質が含まれております。塗装直後の引渡し等
において、化学物質過敏症やアレルギー体質の方への安全対策に十分留
意してください。

各省庁の規制物質について表記しています。
ホルムアルデヒドは放散等級区分を表示。
ＴＶＯＣ量は塗料配合中に含有する沸点が 260℃以下の揮発性有機化合物の総量です。
ＴＶＯＣ量や化学物質の配合量は、色目によって異なります。
○配合せず…………塗料中に配合されていない
○数値………………配合量（％）

※塗料中にはスチレンを配合しておりません。ただし、製品によっては使用して
いる樹脂にスチレンが共重合化され、ポリマー化している場合があります。ポ
リマー化したスチレンは樹脂内に固定化されているため、一般条件下におい
てスチレンモノマーが揮発することは殆どありません。その他詳しくは、SDS
をご参照ください。

主剤12kg石油缶
硬化剤3kg缶

アーキフロアー AWG

水性アーキフロアー U

水性速硬型ミラクフロアー

アーキフロアー EH マイルド
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F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

水性

水性

弱溶剤

水性速硬型
エポキシ樹脂系
塗床材

水性
アクリル樹脂系
塗床材

弱溶剤形
エポキシ樹脂系
塗床材

区 分

国土交通省［建築基準法］ 学校環境衛生の基準
室内濃度指針値※ その他文部科学省

厚生労働省

放 散 等 級
ホルムアルデヒド クロル

ピリホス
エチル
ベンゼン

バラジクロロ
ベンゼン

アセトアル
デヒド フェノカルブ TVOCフタル酸・ジ・

n・ブチル
フタル酸・ジ・2・
エチルヘキシルトルエン キシレン テトラデカン ダイアジノン

※見本は印刷のため実物と多少異なる場合があります。ご了承ください。発注の際は、必ず見本帳で色目をご確認ください。

No.95 No.96 No.98No.93 No.94 No.86No.91

No.92 No.82 No.77No.84 No.87 No.89

No.74 No.76 No.88No.75 No.78No.90 No.79

低臭性 耐候性 高耐久性 速乾性耐磨耗性 耐薬品性防塵性
床からの塵や埃の
発生を抑制します。

床表面に傷がつき
にくい製品です。

化学薬品に対して
耐性を発揮します。

臭いを抑えた環境
対応の製品です。

紫外線に強く屋外で
の使用が可能です。

強度が高く割れに
くい製品です。

最終養生において乾
きやすい製品です。

鉛

5～10

5～10

1～5

40～50

各 法 令 に お け る 規 制 物 質

※屋内作業等、使用環境によっては、特定化学物質障害予防規則、有機溶剤中毒予防規則等の規制を
　受ける場合があります。詳しくは別途、施工仕様書等をご確認ください。

このような箇所に適しています。

工場の塗り替え・補修

倉庫の新築・改修

［ 製 品 一 覧 ］

［ 環 境 対 応 状 況 一 覧 ］

［ 標 準 色 一 覧 （ 全 2 0 色 ）］

［ 特 長 の マ ー ク に つ い て ］

FLOOR COATINGS



コンクリート床は使用状況により摩耗、中性化等の劣化が起こります。

それらを保護し、美しく仕上げる材料の一つが塗床材です。

また、塗床材は室内での施工で用いられることも多く、

環境面、安全面も考慮する必要があります。

弊社の環境対応塗床仕上げ材は、用途、要求性能に応じて水性、

弱溶剤形の薄塗りのコーティング工法、防滑工法の可能な製品を

ラインアップしています。

床用コーティング
シリーズ

環境対応塗床仕上げ材

2 3

薄 塗 り 仕 上 げ

よ り 美 し く

アーキフロアー AWG

水性アーキフロアー U

水性速硬型ミラクフロアー
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エポキシ樹脂
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弱溶剤
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艶有り
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製 品 名 荷 姿 樹 脂 系 区 分 光 沢

　主剤15kg石油缶、4kg缶
☆硬化剤1.5kg缶、0.4kg缶

15kg石油缶、4kg缶

★主剤12kg石油缶、4kg缶
★硬化剤3kg缶、1kg缶

■危険情報と安全対策
製品の取り扱いは、それぞれの安全データシート（SDS）に従ってください。特に、★印のついてい
る製品は溶剤形の製品であるため、下記の点にご注意ください。（☆印は硬化剤のみ★印に該当）
1.引火性の液体のため、火気厳禁です。
2.有機溶剤中毒のおそれがあるため、換気に注意し、防毒マスクまたは、送気マスクを使用する
　などの安全対策を行ってください。
3.施工においては、溶剤成分が室内に流入しないように十分注意してください。

■施工後の注意
本製品には揮発性の化学物質が含まれております。塗装直後の引渡し等
において、化学物質過敏症やアレルギー体質の方への安全対策に十分留
意してください。

各省庁の規制物質について表記しています。
ホルムアルデヒドは放散等級区分を表示。
ＴＶＯＣ量は塗料配合中に含有する沸点が 260℃以下の揮発性有機化合物の総量です。
ＴＶＯＣ量や化学物質の配合量は、色目によって異なります。
○配合せず…………塗料中に配合されていない
○数値………………配合量（％）

※塗料中にはスチレンを配合しておりません。ただし、製品によっては使用して
いる樹脂にスチレンが共重合化され、ポリマー化している場合があります。ポ
リマー化したスチレンは樹脂内に固定化されているため、一般条件下におい
てスチレンモノマーが揮発することは殆どありません。その他詳しくは、SDS
をご参照ください。
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No.95 No.96 No.98No.93 No.94 No.86No.91

No.92 No.82 No.77No.84 No.87 No.89

No.74 No.76 No.88No.75 No.78No.90 No.79

低臭性 耐候性 高耐久性 速乾性耐磨耗性 耐薬品性防塵性
床からの塵や埃の
発生を抑制します。

床表面に傷がつき
にくい製品です。

化学薬品に対して
耐性を発揮します。

臭いを抑えた環境
対応の製品です。

紫外線に強く屋外で
の使用が可能です。

強度が高く割れに
くい製品です。

最終養生において乾
きやすい製品です。

鉛

5～10

5～10

1～5

40～50

各 法 令 に お け る 規 制 物 質

※屋内作業等、使用環境によっては、特定化学物質障害予防規則、有機溶剤中毒予防規則等の規制を
　受ける場合があります。詳しくは別途、施工仕様書等をご確認ください。

このような箇所に適しています。

工場の塗り替え・補修

倉庫の新築・改修

［ 製 品 一 覧 ］

［ 環 境 対 応 状 況 一 覧 ］

［ 標 準 色 一 覧 （ 全 2 0 色 ）］

［ 特 長 の マ ー ク に つ い て ］

FLOOR COATINGS



4 5

水性反応硬化形アクリル樹脂系塗床材

水性でありながら、高い光沢性、

優れた耐久性を示します。

アーキフロアーＡＷＧ

艶消しの水性アクリル樹脂系塗床材「アーキフロアー AW」もあります。遊歩道などの簡易塗装にお薦めです。

工　程

素地調整

工　程

素地調整

・ 下地表面のレイタンス、油脂、汚れ、ごみなどを入念に除去する。（ポリッシャー型研磨機を使用）
・ 含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）にてコンクリートレンジ
表示値5％以下であること。

・ ｐＨ測定（ｐＨ試験紙）にて10以下であること。

備　考
間隔時間 （hr)

工程内 工程間 最終養生塗回数調　合
（重量比）

塗付け量
（㎏/㎡）材　　料　　名

100

既調合 1～2 4
以上

4
以上 ̶

0～10

0.30

̶

0.15
～
0.20

2 3
以上

24
以上̶ ローラー

刷　毛

ローラー
刷　毛水 性 ア ー キ フ ロ ア ー プ ラ イ マ ー

ア ー キ フ ロ ア ー A W G

清 水

下 塗 り

上 塗 り

上 塗 り

（23℃）

̶

・ 下地表面のレイタンス、油脂、汚れ、ごみなどを入念に除去する。（ポリッシャー型研磨機を使用）
・ 含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）にてコンクリートレンジ
表示値5％以下であること。

・ ｐＨ測定（ｐＨ試験紙）にて10以下であること。

備　考
間隔時間 （hr)

工程内 工程間 最終養生塗回数調　合
（重量比）

塗付け量
（㎏/㎡）材　　料　　名

既調合

100

0～10

0～10

0.15
～
0.20

1～2

0.15

̶

̶

1

2

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー プ ラ イ マ ー

ア ー キ フ ロ ア ー A W G

100ア ー キ フ ロ ア ー A W G

清 水

清 水

下 塗 り

中 塗 り

け い 砂
散 布 ̶ 0.25 1

0.30

̶ 8以上 ̶

̶ 10分
以内 ̶

4
以上

4
以上

3
以上

24
以上

̶

̶

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

（23℃）

̶

け い 砂 6 号

１．吸い込みが多い下地の場合は、必要に応じて２回塗りしてください。また水性アーキフロアープライマー塗装後、テーピング
試験で付着性の確認を行うことを推奨します。

２．アスファルト面に施工する際には、水性アーキフロアープライマーを使用せず、アーキフロアーＡＷＧを直接塗装してくださ
い。その際には、必ず試し塗りを行ってください。なお、下地の吸い込みが著しい場合には、水性速硬型ミラクフロアープラ
イマーを塗装後、アーキフロアーＡＷＧの塗装を行ってください。アスファルト面ではアーキフロアーＡＷＧの塗付け量（２回
塗り時）は「1.0～ 1.4kg/㎡」、清水での希釈率は刷毛・ローラー塗り時で「10～15％」となります。

3．アスファルト面では、アスファルトのにじみにより変色する場合があります。特に白色、淡彩色系の色相を塗装される際には、
試験塗りを実施し、仕上りを確認した上で本塗装を行ってください。舗装して間もないアスファルト面には、油分が表面に染
み出てこないようになるまで（舗装後３週間程度が目安です）塗装は避けてください。

手散布
又は吹付

水性アーキフロアープライマー　　
15㎏石油缶（標準塗坪：75～100㎡／缶）

アーキフロアーAWG　　　　　　
15㎏石油缶、4㎏缶（標準塗坪：平滑工法50㎡／15㎏缶、ＮＳ工法33㎡／15㎏缶）

けい砂６号　　　　　　　　　　　
25㎏袋

４．旧塗膜の改修には水性アーキフロアープライマーを使用せず、アーキフロアーＡＷＧを直接塗装、あるいは、水性速硬型
ミラクフロアープライマーを使用してください。

防塵性 耐磨耗性 低臭性

水性 1 液 F☆☆☆☆
屋内/屋外 屋内/屋外

水性ウレタン樹脂系塗床材

黄変・退色しにくく、

屋外にも使用可能です。

水性アーキフロアーＵ

JIS K 5970による試験結果JIS K 5970による試験結果

水性アーキフロアープライマー　　
15㎏石油缶（標準塗坪：75～100㎡／缶）

☆水性アーキフロアーU　　　　　　
主剤：15㎏石油缶、4㎏缶　☆硬化剤：1.5㎏缶、0.4㎏缶
（標準塗坪：平滑工法55㎡／16.5㎏セット、ＮＳ工法34㎡／16.5㎏セット）

けい砂６号　　　　　　　　　　　
25㎏袋

防塵性 耐薬品性耐磨耗性 低臭性 高耐久性 速乾性耐候性

水性 2 液 F☆☆☆☆

工　程

工　程

素地調整

・ 下地表面のレイタンス、油脂、汚れ、ごみなどを入念に除去する。（ポリッシャー型研磨機を使用）
・ 含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）にてコンクリートレンジ
表示値5％以下であること。

・ ｐＨ測定（ｐＨ試験紙）にて10以下であること。

・ 下地表面のレイタンス、油脂、汚れ、ごみなどを入念に除去する。（ポリッシャー型研磨機を使用）
・ 含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）にてコンクリートレンジ
表示値5％以下であること。

・ ｐＨ測定（ｐＨ試験紙）にて10以下であること。

備　考
間隔時間 （hr)

間隔時間 （hr)

工程内 工程間 最終養生塗回数調　合
（重量比）

塗付け量
（㎏/㎡）材　　料　　名

既調合

100

10

0.15
～
0.20

0.30

1～2

2

4
以上

4～48

4
以上

̶

̶

24
以上

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー プ ラ イ マ ー

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー U 　 主 　 剤

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー U 　 硬 化 剤

0～10 ̶清 水

上 塗 り

下 塗 り

（23℃）

̶

備　考工程内 工程間 最終養生塗回数調　合
（重量比）

塗付け量
（㎏/㎡）材　　料　　名

既調合

̶ 0.25 1 ̶ 8以上 ̶

̶

̶

0～10

0～10

10

100

10

100

0.15
～
0.20

0.18

0.30 24
以上

1～2

1

4
以上

̶

4
以上

10分
以内

2 4～48 ̶

̶

̶

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー プ ラ イ マ ー

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー U 　 主 　 剤

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー U 　 硬 化 剤

清 水

け い 砂 6 号

清 水

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー U 　 主 　 剤

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー U 　 硬 化 剤

中 塗 り

上 塗 り

下 塗 り

（23℃）

̶

け い 砂
散 布

１．吸い込みが多い下地の場合は、必要に応じて2回塗りしてください。また水性アーキフロアープライマー塗装後、テーピング
試験で付着性の確認を行うことを推奨します。

２．アスファルト面に施工する際には、水性アーキフロアープライマーを使用せず、水性アーキフロアーＵを直接塗装してくださ
い。その際には、必ず試し塗りを行ってください。なお、下の吸い込みが著しい場合には、水性速硬型ミラクフロアープライマ
ーを塗装後、水性アーキフロアーＵの塗装を行ってください。アスファルト面では、水性アーキフロアーＵの塗付け量（2回塗
り時）は「1.0～ 1.4kg/㎡」、清水での希釈率は刷毛、ローラー塗り時で「10～15％」となります。

３．アスファルト面では、アスファルトのにじみにより変色する場合があります。特に淡彩色系の色目を塗装される際には、試験塗
りを実施してください。特に舗装して間もないアスファルト面には、油分が表面に染み出てこなくなるまて塗装は避けてくだ
さい。　（目安：舗装後3週間以上（標準状態））

素地調整

手散布
又は吹付

４．旧塗膜の改修には水性アーキフロアープライマーを使用せず、水性アーキフロアーＵを直接塗装、あるいは、水性速硬型ミ
ラクフロアープライマーを使用してください。

容 器 の 中 で の 状 態

塗 装 作 業 性

塗 膜 の 外 観

耐 摩 耗 性

耐 衝 撃 性

耐 水 性

合　格

合　格

合　格

8.0㎎

合　格

合　格

かき混ぜたとき、堅い塊がなく一様である。

塗装作業に支障がない。

塗膜の外観が正常である。

規定回転数当たりの摩耗減量30㎎以下。

衝撃による変形で割れ、はがれが生じない。

6時間水に浸したとき異常がない。

項 目 品　　　質

耐 ア ル カ リ 性
（水酸化カルシウム飽和溶液） 合　格 6時間アルカリに浸したとき異常がない。

結 果

容 器 の 中 で の 状 態

塗 装 作 業 性

塗 膜 の 外 観

耐 摩 耗 性

耐 衝 撃 性

耐 水 性

合　格

合　格

合　格

4.0㎎

合　格

合　格

かき混ぜたとき、堅い塊がなく一様である。

塗装作業に支障がない。

塗膜の外観が正常である。

規定回転数当たりの摩耗減量30㎎以下。

衝撃による変形で割れ、はがれが生じない。

6時間水に浸したとき異常がない。

項 目 品　　　質

耐 ア ル カ リ 性
（水酸化カルシウム飽和溶液） 合　格 6時間アルカリに浸したとき異常がない。

結 果

特 長

試 験 成 績 表 　

標 準 施 工 仕 様

荷 姿

平滑工法 （コーティング仕上げ） 平滑工法 （コーティング仕上げ）

特 長

試 験 成 績 表 　

標 準 施 工 仕 様

荷 姿

NS工法 （防滑仕上げ）

NS工法 （防滑仕上げ）

平滑工法 （コーティング仕上げ）

NS工法 （防滑仕上げ）

けい砂散布

けい砂散布

上塗り②

上塗り②

上塗り①

上塗り①

下塗り

下塗り

中塗り

上塗り②

上塗り②

上塗り①

上塗り①

下塗り

下塗り

中塗り

平滑工法 （コーティング仕上げ）

NS工法 （防滑仕上げ）

※

※

※

※

※

※

※

※
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水性反応硬化形アクリル樹脂系塗床材

水性でありながら、高い光沢性、

優れた耐久性を示します。

アーキフロアーＡＷＧ

艶消しの水性アクリル樹脂系塗床材「アーキフロアー AW」もあります。遊歩道などの簡易塗装にお薦めです。

工　程

素地調整

工　程

素地調整

・ 下地表面のレイタンス、油脂、汚れ、ごみなどを入念に除去する。（ポリッシャー型研磨機を使用）
・ 含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）にてコンクリートレンジ
表示値5％以下であること。

・ ｐＨ測定（ｐＨ試験紙）にて10以下であること。

備　考
間隔時間 （hr)

工程内 工程間 最終養生塗回数調　合
（重量比）

塗付け量
（㎏/㎡）材　　料　　名

100

既調合 1～2 4
以上

4
以上 ̶

0～10

0.30

̶

0.15
～
0.20

2 3
以上

24
以上̶ ローラー

刷　毛

ローラー
刷　毛水 性 ア ー キ フ ロ ア ー プ ラ イ マ ー

ア ー キ フ ロ ア ー A W G

清 水

下 塗 り

上 塗 り

上 塗 り

（23℃）

̶

・ 下地表面のレイタンス、油脂、汚れ、ごみなどを入念に除去する。（ポリッシャー型研磨機を使用）
・ 含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）にてコンクリートレンジ
表示値5％以下であること。

・ ｐＨ測定（ｐＨ試験紙）にて10以下であること。

備　考
間隔時間 （hr)

工程内 工程間 最終養生塗回数調　合
（重量比）

塗付け量
（㎏/㎡）材　　料　　名

既調合

100

0～10

0～10

0.15
～
0.20

1～2

0.15

̶

̶

1

2

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー プ ラ イ マ ー

ア ー キ フ ロ ア ー A W G

100ア ー キ フ ロ ア ー A W G

清 水

清 水

下 塗 り

中 塗 り

け い 砂
散 布 ̶ 0.25 1

0.30

̶ 8以上 ̶

̶ 10分
以内 ̶

4
以上

4
以上

3
以上

24
以上

̶

̶

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

（23℃）

̶

け い 砂 6 号

１．吸い込みが多い下地の場合は、必要に応じて２回塗りしてください。また水性アーキフロアープライマー塗装後、テーピング
試験で付着性の確認を行うことを推奨します。

２．アスファルト面に施工する際には、水性アーキフロアープライマーを使用せず、アーキフロアーＡＷＧを直接塗装してくださ
い。その際には、必ず試し塗りを行ってください。なお、下地の吸い込みが著しい場合には、水性速硬型ミラクフロアープラ
イマーを塗装後、アーキフロアーＡＷＧの塗装を行ってください。アスファルト面ではアーキフロアーＡＷＧの塗付け量（２回
塗り時）は「1.0～ 1.4kg/㎡」、清水での希釈率は刷毛・ローラー塗り時で「10～15％」となります。

3．アスファルト面では、アスファルトのにじみにより変色する場合があります。特に白色、淡彩色系の色相を塗装される際には、
試験塗りを実施し、仕上りを確認した上で本塗装を行ってください。舗装して間もないアスファルト面には、油分が表面に染
み出てこないようになるまで（舗装後３週間程度が目安です）塗装は避けてください。

手散布
又は吹付

水性アーキフロアープライマー　　
15㎏石油缶（標準塗坪：75～100㎡／缶）

アーキフロアーAWG　　　　　　
15㎏石油缶、4㎏缶（標準塗坪：平滑工法50㎡／15㎏缶、ＮＳ工法33㎡／15㎏缶）

けい砂６号　　　　　　　　　　　
25㎏袋

４．旧塗膜の改修には水性アーキフロアープライマーを使用せず、アーキフロアーＡＷＧを直接塗装、あるいは、水性速硬型
ミラクフロアープライマーを使用してください。

防塵性 耐磨耗性 低臭性

水性 1 液 F☆☆☆☆
屋内/屋外 屋内/屋外

水性ウレタン樹脂系塗床材

黄変・退色しにくく、

屋外にも使用可能です。

水性アーキフロアーＵ

JIS K 5970による試験結果JIS K 5970による試験結果

水性アーキフロアープライマー　　
15㎏石油缶（標準塗坪：75～100㎡／缶）

☆水性アーキフロアーU　　　　　　
主剤：15㎏石油缶、4㎏缶　☆硬化剤：1.5㎏缶、0.4㎏缶
（標準塗坪：平滑工法55㎡／16.5㎏セット、ＮＳ工法34㎡／16.5㎏セット）

けい砂６号　　　　　　　　　　　
25㎏袋

防塵性 耐薬品性耐磨耗性 低臭性 高耐久性 速乾性耐候性

水性 2 液 F☆☆☆☆

工　程

工　程

素地調整

・ 下地表面のレイタンス、油脂、汚れ、ごみなどを入念に除去する。（ポリッシャー型研磨機を使用）
・ 含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）にてコンクリートレンジ
表示値5％以下であること。

・ ｐＨ測定（ｐＨ試験紙）にて10以下であること。

・ 下地表面のレイタンス、油脂、汚れ、ごみなどを入念に除去する。（ポリッシャー型研磨機を使用）
・ 含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）にてコンクリートレンジ
表示値5％以下であること。

・ ｐＨ測定（ｐＨ試験紙）にて10以下であること。

備　考
間隔時間 （hr)

間隔時間 （hr)

工程内 工程間 最終養生塗回数調　合
（重量比）

塗付け量
（㎏/㎡）材　　料　　名

既調合

100

10

0.15
～
0.20

0.30

1～2

2

4
以上

4～48

4
以上

̶

̶

24
以上

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー プ ラ イ マ ー

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー U 　 主 　 剤

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー U 　 硬 化 剤

0～10 ̶清 水

上 塗 り

下 塗 り

（23℃）

̶

備　考工程内 工程間 最終養生塗回数調　合
（重量比）

塗付け量
（㎏/㎡）材　　料　　名

既調合

̶ 0.25 1 ̶ 8以上 ̶

̶

̶

0～10

0～10

10

100

10

100

0.15
～
0.20

0.18

0.30 24
以上

1～2

1

4
以上

̶

4
以上

10分
以内

2 4～48 ̶

̶

̶

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー プ ラ イ マ ー

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー U 　 主 　 剤

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー U 　 硬 化 剤

清 水

け い 砂 6 号

清 水

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー U 　 主 　 剤

水 性 ア ー キ フ ロ ア ー U 　 硬 化 剤

中 塗 り

上 塗 り

下 塗 り

（23℃）

̶

け い 砂
散 布

１．吸い込みが多い下地の場合は、必要に応じて2回塗りしてください。また水性アーキフロアープライマー塗装後、テーピング
試験で付着性の確認を行うことを推奨します。

２．アスファルト面に施工する際には、水性アーキフロアープライマーを使用せず、水性アーキフロアーＵを直接塗装してくださ
い。その際には、必ず試し塗りを行ってください。なお、下の吸い込みが著しい場合には、水性速硬型ミラクフロアープライマ
ーを塗装後、水性アーキフロアーＵの塗装を行ってください。アスファルト面では、水性アーキフロアーＵの塗付け量（2回塗
り時）は「1.0～ 1.4kg/㎡」、清水での希釈率は刷毛、ローラー塗り時で「10～15％」となります。

３．アスファルト面では、アスファルトのにじみにより変色する場合があります。特に淡彩色系の色目を塗装される際には、試験塗
りを実施してください。特に舗装して間もないアスファルト面には、油分が表面に染み出てこなくなるまて塗装は避けてくだ
さい。　（目安：舗装後3週間以上（標準状態））

素地調整

手散布
又は吹付

４．旧塗膜の改修には水性アーキフロアープライマーを使用せず、水性アーキフロアーＵを直接塗装、あるいは、水性速硬型ミ
ラクフロアープライマーを使用してください。

容 器 の 中 で の 状 態

塗 装 作 業 性

塗 膜 の 外 観

耐 摩 耗 性

耐 衝 撃 性

耐 水 性

合　格

合　格

合　格

8.0㎎

合　格

合　格

かき混ぜたとき、堅い塊がなく一様である。

塗装作業に支障がない。

塗膜の外観が正常である。

規定回転数当たりの摩耗減量30㎎以下。

衝撃による変形で割れ、はがれが生じない。

6時間水に浸したとき異常がない。

項 目 品　　　質

耐 ア ル カ リ 性
（水酸化カルシウム飽和溶液） 合　格 6時間アルカリに浸したとき異常がない。

結 果

容 器 の 中 で の 状 態

塗 装 作 業 性

塗 膜 の 外 観

耐 摩 耗 性

耐 衝 撃 性

耐 水 性

合　格

合　格

合　格

4.0㎎

合　格

合　格

かき混ぜたとき、堅い塊がなく一様である。

塗装作業に支障がない。

塗膜の外観が正常である。

規定回転数当たりの摩耗減量30㎎以下。

衝撃による変形で割れ、はがれが生じない。

6時間水に浸したとき異常がない。

項 目 品　　　質

耐 ア ル カ リ 性
（水酸化カルシウム飽和溶液） 合　格 6時間アルカリに浸したとき異常がない。

結 果

特 長

試 験 成 績 表 　

標 準 施 工 仕 様

荷 姿

平滑工法 （コーティング仕上げ） 平滑工法 （コーティング仕上げ）

特 長

試 験 成 績 表 　

標 準 施 工 仕 様

荷 姿

NS工法 （防滑仕上げ）

NS工法 （防滑仕上げ）

平滑工法 （コーティング仕上げ）

NS工法 （防滑仕上げ）

けい砂散布

けい砂散布

上塗り②

上塗り②

上塗り①

上塗り①

下塗り

下塗り

中塗り

上塗り②

上塗り②

上塗り①

上塗り①

下塗り

下塗り

中塗り

平滑工法 （コーティング仕上げ）

NS工法 （防滑仕上げ）

※

※

※

※

※

※

※

※
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水性速硬型エポキシ樹脂系塗床材

水性でありながら、溶剤形塗料に

匹敵する性能を発揮します。

水性速硬型ミラクフロアー

水性速硬型ミラクフロアープライマー　　
主剤：8㎏石油缶　☆硬化剤：4㎏缶（標準塗坪：60～80㎡／セット）

水性速硬型ミラクフロアー　　　　　　
主剤：12㎏石油缶　硬化剤：3㎏缶
（標準塗坪：平滑工法50㎡／セット、ＮＳ工法33㎡／セット）

けい砂６号　　　　　　　　　　　
25㎏袋

防塵性 耐薬品性耐磨耗性 低臭性 高耐久性 速乾性

水性 2 液 F☆☆☆☆ 弱溶剤形エポキシ樹脂系塗床材

耐摩耗性、防塵性に優れ、

塗り替えに最適です。

アーキフロアーＥＨマイルド

★エスケー強化シーラー　　
主剤：12㎏石油缶　硬化剤：3㎏缶（標準塗坪：60～100㎡／15㎏セット）
★アーキフロアーＥＨマイルド　　　　　　
主剤：12㎏石油缶、4㎏缶　硬化剤：3㎏缶、1㎏缶
（標準塗坪：平滑工法42㎡／15㎏セット、ＮＳ工法27㎡／15㎏セット）
★塗料用シンナーA　16ℓ石油缶
けい砂６号　　25㎏袋　　

防塵性 耐薬品性耐磨耗性 高耐久性

弱溶剤形 2 液 F☆☆☆☆
屋内 屋内

工　程

素地調整

工　程

素地調整

手散布
又は吹付

・ 下地表面のレイタンス、油脂、汚れ、ごみなどを入念に除去する。（ポリッシャー型研磨機を使用）
・ 含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）にてコンクリートレンジ
表示値5％以下であること。

・ ｐＨ測定（ｐＨ試験紙）にて10以下であること。

備　考工程内 工程間 最終養生塗回数調　合
（重量比）

塗付け量
（㎏/㎡）材　　料　　名

100

50

100

25

0.15
～
0.25

0.30

̶

̶

24
以上

ローラー
刷　毛

1～2

2

4
以上

4～24

4
以上

̶

̶ ローラー
刷　毛

水性速硬型ミラクフロアープライマー　主　剤

水性速硬型ミラクフロアープライマー　硬化剤

水性速硬型ミラクフロアー　主　剤

0～10清 水

（23℃）

̶

水性速硬型ミラクフロアー　硬化剤

・ 下地表面のレイタンス、油脂、汚れ、ごみなどを入念に除去する。（ポリッシャー型研磨機を使用）
・ 含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）にてコンクリートレンジ
表示値5％以下であること。

・ ｐＨ測定（ｐＨ試験紙）にて10以下であること。

備　考工程内 工程間 最終養生塗回数調　合
（重量比）

塗付け量
（㎏/㎡）材　　料　　名

100

25

0.15
～
0.25

0.15

1～2

1

4
以上

̶

4
以上

1 ̶ 8
以上

10分
以内

̶

̶

̶

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

25水性速硬型ミラクフロアー　硬化剤

0～10清 水

水性速硬型ミラクフロアー　主　剤

水性速硬型ミラクフロアー　硬化剤

100

50

水性速硬型ミラクフロアープライマー　主　剤

水性速硬型ミラクフロアープライマー　硬化剤

0～10 ̶清 水

下 塗 り

̶ 0.25

100
0.30

2 4～24 ̶ 24
以上

ローラー
刷　毛

け い 砂 6 号

水性速硬型ミラクフロアー　主　剤

け い 砂
散 布

下 塗 り

中 塗 り

上 塗 り

（23℃）

̶

上 塗 り

吸い込みが多い下地の場合、必要に応じて水性速硬型ミラクフロアープライマーを２回塗りしてください。

間隔時間 （hr)

間隔時間 （hr)

工　程

工　程

素地調整

・ 下地表面のレイタンス、油脂、汚れ、ごみなどを入念に除去する。（ポリッシャー型研磨機を使用）
・ 含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）にてコンクリートレンジ
表示値5％以下であること。

・ ｐＨ測定（ｐＨ試験紙）にて10以下であること。

手散布
又は吹付

備　考工程内 工程間 最終養生塗回数調　合
（重量比）

塗付け量
（㎏/㎡）材　　料　　名

25

100

100
25

0～10 ̶

0.15
～
0.20

0.35

1～2

2

4
以上

8
以上

6
以上

̶

̶

24
以上

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

エ ス ケ ー 強 化 シ ー ラ ー 　 主 　 剤

エ ス ケ ー 強 化 シ ー ラ ー 　 硬 化 剤

アーキフロアーＥＨマイルド　主　剤
アーキフロアーＥＨマイルド　硬化剤

塗 料 用 シ ン ナ ー A
上 塗 り

下 塗 り

（23℃）

̶

・ 下地表面のレイタンス、油脂、汚れ、ごみなどを入念に除去する。（ポリッシャー型研磨機を使用）
・ 含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）にてコンクリートレンジ
表示値5％以下であること。

・ ｐＨ測定（ｐＨ試験紙）にて10以下であること。

備　考工程内 工程間 最終養生塗回数調　合
（重量比）

塗付け量
（㎏/㎡）材　　料　　名

25

100

̶ 0.3 1 ̶ 8
以上 ̶

̶

̶

0～10

0～10

25

100

25

100

0.15
～
0.20

0.20

0.35 24
以上

1～2

1

4
以上

̶

6
以上

15分
以内

2 8
以上 ̶

̶

̶

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

エ ス ケ ー 強 化 シ ー ラ ー 　 主 　 剤

エ ス ケ ー 強 化 シ ー ラ ー 　 硬 化 剤

アーキフロアーEHマイルド　主　剤
アーキフロアーEHマイルド　硬化剤

塗 料 用 シ ン ナ ー A

け い 砂 6 号

塗 料 用 シ ン ナ ー A

アーキフロアーEHマイルド　主　剤
アーキフロアーEHマイルド　硬化剤

中 塗 り

下 塗 り

上 塗 り

け い 砂
散 布

（23℃）

̶

吸い込みが多い下地の場合など、必要に応じてエスケー強化シーラーを２回塗りしてください。

素地調整

間隔時間 （hr)

間隔時間 （hr)

JIS K 5970による試験結果JIS K 5970による試験結果

容 器 の 中 で の 状 態

塗 装 作 業 性

塗 膜 の 外 観

耐 摩 耗 性

耐 衝 撃 性

耐 水 性

合　格

合　格

合　格

4.5㎎

合　格

合　格

かき混ぜたとき、堅い塊がなく一様である。

塗装作業に支障がない。

塗膜の外観が正常である。

規定回転数当たりの摩耗減量30㎎以下。

衝撃による変形で割れ、はがれが生じない。

6時間水に浸したとき異常がない。

項 目 品　　　質

耐 ア ル カ リ 性
（水酸化カルシウム飽和溶液） 合　格 6時間アルカリに浸したとき異常がない。

結 果

容 器 の 中 で の 状 態

塗 装 作 業 性

塗 膜 の 外 観

耐 摩 耗 性

耐 衝 撃 性

耐 水 性

合　格

合　格

合　格

4.0㎎

合　格

合　格

かき混ぜたとき、堅い塊がなく一様である。

塗装作業に支障がない。

塗膜の外観が正常である。

規定回転数当たりの摩耗減量30㎎以下。

衝撃による変形で割れ、はがれが生じない。

6時間水に浸したとき異常がない。

項 目 品　　　質

耐 ア ル カ リ 性
（水酸化カルシウム飽和溶液） 合　格 6時間アルカリに浸したとき異常がない。

結 果

特 長

試 験 成 績 表 　

標 準 施 工 仕 様

荷 姿

平滑工法 （コーティング仕上げ）

特 長

試 験 成 績 表 　

標 準 施 工 仕 様

荷 姿

NS工法 （防滑仕上げ）

平滑工法 （コーティング仕上げ）

NS工法 （防滑仕上げ）

上塗り②

上塗り②

上塗り①

上塗り①

下塗り

下塗り

中塗り

上塗り②

上塗り②

上塗り①

上塗り①

下塗り

下塗り

中塗り※ ※

平滑工法 （コーティング仕上げ）

NS工法 （防滑仕上げ）

平滑工法 （コーティング仕上げ）

NS工法 （防滑仕上げ）

けい砂散布 けい砂散布
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水性速硬型エポキシ樹脂系塗床材

水性でありながら、溶剤形塗料に

匹敵する性能を発揮します。

水性速硬型ミラクフロアー

水性速硬型ミラクフロアープライマー　　
主剤：8㎏石油缶　☆硬化剤：4㎏缶（標準塗坪：60～80㎡／セット）

水性速硬型ミラクフロアー　　　　　　
主剤：12㎏石油缶　硬化剤：3㎏缶
（標準塗坪：平滑工法50㎡／セット、ＮＳ工法33㎡／セット）

けい砂６号　　　　　　　　　　　
25㎏袋

防塵性 耐薬品性耐磨耗性 低臭性 高耐久性 速乾性

水性 2 液 F☆☆☆☆ 弱溶剤形エポキシ樹脂系塗床材

耐摩耗性、防塵性に優れ、

塗り替えに最適です。

アーキフロアーＥＨマイルド

★エスケー強化シーラー　　
主剤：12㎏石油缶　硬化剤：3㎏缶（標準塗坪：60～100㎡／15㎏セット）
★アーキフロアーＥＨマイルド　　　　　　
主剤：12㎏石油缶、4㎏缶　硬化剤：3㎏缶、1㎏缶
（標準塗坪：平滑工法42㎡／15㎏セット、ＮＳ工法27㎡／15㎏セット）
★塗料用シンナーA　16ℓ石油缶
けい砂６号　　25㎏袋　　

防塵性 耐薬品性耐磨耗性 高耐久性

弱溶剤形 2 液 F☆☆☆☆
屋内 屋内

工　程

素地調整

工　程

素地調整

手散布
又は吹付

・ 下地表面のレイタンス、油脂、汚れ、ごみなどを入念に除去する。（ポリッシャー型研磨機を使用）
・ 含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）にてコンクリートレンジ
表示値5％以下であること。

・ ｐＨ測定（ｐＨ試験紙）にて10以下であること。

備　考工程内 工程間 最終養生塗回数調　合
（重量比）

塗付け量
（㎏/㎡）材　　料　　名

100

50

100

25

0.15
～
0.25

0.30

̶

̶

24
以上

ローラー
刷　毛

1～2

2

4
以上

4～24

4
以上

̶

̶ ローラー
刷　毛

水性速硬型ミラクフロアープライマー　主　剤

水性速硬型ミラクフロアープライマー　硬化剤

水性速硬型ミラクフロアー　主　剤

0～10清 水

（23℃）

̶

水性速硬型ミラクフロアー　硬化剤

・ 下地表面のレイタンス、油脂、汚れ、ごみなどを入念に除去する。（ポリッシャー型研磨機を使用）
・ 含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）にてコンクリートレンジ
表示値5％以下であること。

・ ｐＨ測定（ｐＨ試験紙）にて10以下であること。

備　考工程内 工程間 最終養生塗回数調　合
（重量比）

塗付け量
（㎏/㎡）材　　料　　名

100

25

0.15
～
0.25

0.15

1～2

1

4
以上

̶

4
以上

1 ̶ 8
以上

10分
以内

̶

̶

̶

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

25水性速硬型ミラクフロアー　硬化剤

0～10清 水

水性速硬型ミラクフロアー　主　剤

水性速硬型ミラクフロアー　硬化剤

100

50

水性速硬型ミラクフロアープライマー　主　剤

水性速硬型ミラクフロアープライマー　硬化剤

0～10 ̶清 水

下 塗 り

̶ 0.25

100
0.30

2 4～24 ̶ 24
以上

ローラー
刷　毛

け い 砂 6 号

水性速硬型ミラクフロアー　主　剤

け い 砂
散 布

下 塗 り

中 塗 り

上 塗 り

（23℃）

̶

上 塗 り

吸い込みが多い下地の場合、必要に応じて水性速硬型ミラクフロアープライマーを２回塗りしてください。

間隔時間 （hr)

間隔時間 （hr)

工　程

工　程

素地調整

・ 下地表面のレイタンス、油脂、汚れ、ごみなどを入念に除去する。（ポリッシャー型研磨機を使用）
・ 含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）にてコンクリートレンジ
表示値5％以下であること。

・ ｐＨ測定（ｐＨ試験紙）にて10以下であること。

手散布
又は吹付

備　考工程内 工程間 最終養生塗回数調　合
（重量比）

塗付け量
（㎏/㎡）材　　料　　名

25

100

100
25

0～10 ̶

0.15
～
0.20

0.35

1～2

2

4
以上

8
以上

6
以上

̶

̶

24
以上

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

エ ス ケ ー 強 化 シ ー ラ ー 　 主 　 剤

エ ス ケ ー 強 化 シ ー ラ ー 　 硬 化 剤

アーキフロアーＥＨマイルド　主　剤
アーキフロアーＥＨマイルド　硬化剤

塗 料 用 シ ン ナ ー A
上 塗 り

下 塗 り

（23℃）

̶

・ 下地表面のレイタンス、油脂、汚れ、ごみなどを入念に除去する。（ポリッシャー型研磨機を使用）
・ 含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）にてコンクリートレンジ
表示値5％以下であること。

・ ｐＨ測定（ｐＨ試験紙）にて10以下であること。

備　考工程内 工程間 最終養生塗回数調　合
（重量比）

塗付け量
（㎏/㎡）材　　料　　名

25

100

̶ 0.3 1 ̶ 8
以上 ̶

̶

̶

0～10

0～10

25

100

25

100

0.15
～
0.20

0.20

0.35 24
以上

1～2

1

4
以上

̶

6
以上

15分
以内

2 8
以上 ̶

̶

̶

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

ローラー
刷　毛

エ ス ケ ー 強 化 シ ー ラ ー 　 主 　 剤

エ ス ケ ー 強 化 シ ー ラ ー 　 硬 化 剤

アーキフロアーEHマイルド　主　剤
アーキフロアーEHマイルド　硬化剤

塗 料 用 シ ン ナ ー A

け い 砂 6 号

塗 料 用 シ ン ナ ー A

アーキフロアーEHマイルド　主　剤
アーキフロアーEHマイルド　硬化剤

中 塗 り

下 塗 り

上 塗 り

け い 砂
散 布

（23℃）

̶

吸い込みが多い下地の場合など、必要に応じてエスケー強化シーラーを２回塗りしてください。

素地調整

間隔時間 （hr)

間隔時間 （hr)

JIS K 5970による試験結果JIS K 5970による試験結果

容 器 の 中 で の 状 態

塗 装 作 業 性

塗 膜 の 外 観

耐 摩 耗 性

耐 衝 撃 性

耐 水 性

合　格

合　格

合　格

4.5㎎

合　格

合　格

かき混ぜたとき、堅い塊がなく一様である。

塗装作業に支障がない。

塗膜の外観が正常である。

規定回転数当たりの摩耗減量30㎎以下。

衝撃による変形で割れ、はがれが生じない。

6時間水に浸したとき異常がない。

項 目 品　　　質

耐 ア ル カ リ 性
（水酸化カルシウム飽和溶液） 合　格 6時間アルカリに浸したとき異常がない。

結 果

容 器 の 中 で の 状 態

塗 装 作 業 性

塗 膜 の 外 観

耐 摩 耗 性

耐 衝 撃 性

耐 水 性

合　格

合　格

合　格

4.0㎎

合　格

合　格

かき混ぜたとき、堅い塊がなく一様である。

塗装作業に支障がない。

塗膜の外観が正常である。

規定回転数当たりの摩耗減量30㎎以下。

衝撃による変形で割れ、はがれが生じない。

6時間水に浸したとき異常がない。

項 目 品　　　質

耐 ア ル カ リ 性
（水酸化カルシウム飽和溶液） 合　格 6時間アルカリに浸したとき異常がない。

結 果

特 長

試 験 成 績 表 　

標 準 施 工 仕 様

荷 姿

平滑工法 （コーティング仕上げ）

特 長

試 験 成 績 表 　

標 準 施 工 仕 様

荷 姿

NS工法 （防滑仕上げ）

平滑工法 （コーティング仕上げ）

NS工法 （防滑仕上げ）

上塗り②

上塗り②

上塗り①

上塗り①

下塗り

下塗り

中塗り

上塗り②

上塗り②

上塗り①

上塗り①

下塗り

下塗り

中塗り※ ※

平滑工法 （コーティング仕上げ）

NS工法 （防滑仕上げ）

平滑工法 （コーティング仕上げ）

NS工法 （防滑仕上げ）

けい砂散布 けい砂散布



床用コーティング
シリーズ

環境対応塗床仕上げ材（薄塗り仕上げ）
FLOOR COATINGS

新築・塗り替えに適した塗床材

アーキフロアー AWG

水性アーキフロアー U

水性速硬型ミラクフロアー

アーキフロアー EH マイルド

・強風時、または降雨、降雪のおそれがある場合、及び気温5℃以下、（湿度85％以上）での施工は原則的に避けてください。
やむを得ず施工を行う場合には、必ず採暖等により雰囲気温度・被塗面温度を5℃以上にしてください。冬期においては、
施工条件が特に厳しくなる場合があるため、事前に関係者と十分な打ち合わせを行ってください。
・①含水率測定（高周波静電容量式水分計：ケット水分計ＨＩ-500・ＨＩ-520）により、コンクリートレンジ表示値で5％
以下、②ｐＨ試験紙による測定で、ｐＨ10 以下、であることを必ず確認してください。
・下地コンクリートは打設後4 週間以上、モルタルは2 週間（冬季3 週間）以上の養生をとり、かつ十分に乾燥させて
ください。
・水勾配は下地モルタルでとってください。
・軽量コンクリートは塗床下地として適していませんので、できるだけ塗装は避けてください。
・塗膜の膨れ、剥がれ、白化、しみの発生につながる場合がありますので、著しく結露が生じるような場所での使用は避け
てください。
・油面コンクリートは下地処理の方法が異なります。
・風化したコンクリート、雨に打たれたり凍結により強度のないコンクリートについては、最寄りの各営業所へお問い合わ
せください。
・下地にレイタンスや脆弱部があると付着不良の原因となります。電気サンダーやワイヤーブラシなどで予め除去してく
ださい。
・下地のクラック、不陸等は仕上がり不足の原因となりますので、予め下地調整を行ってください。
・材料は規定の範囲内の希釈を厳守し、電動ミキサーなどを用いて内容物が均一になるよう十分に撹拌してください。
・十分な塗膜性能を確保するため、所定の塗回数、塗付量、膜厚を確保してください。
・塗付け量、所要量は、被塗物の形状や素材、塗装方法、環境などによって増減する場合があります。
・水性速硬型ミラクフロアーは施工後、24時間で歩行は可能ですが、十分な耐久性、特に耐薬品性を発揮させるには
1週間（23℃）の最終養生が必要です。
・各標準施工仕様に記載の使用量及び間隔時間を守り、施工してください。
・低温又は高湿度時には、乾燥が遅くなりますのでご注意ください。また、気温5℃以下、湿度85％ＲＨ以上の時は、塗膜
の白化、艶引け、硬化不良、付着不良の原因となることがありますので、施工を避けてください。
・内部の塗装で、換気が十分でない場合や風通しの悪い場合、塗膜中の蒸気が滞留し、塗膜の乾燥が遅くなったり、硬化不
良の原因となるおそれがあります。必ず十分な換気を行い、塗膜が十分に乾燥、硬化できるようにしてください。
・食品工場に使用する場合は、臭いが製品に移らないよう、十分な対策を講じてください。
・乾燥過程で水（降雨）、結露など水分の影響を受けると白化することがあります。
・施工部位を確認し、養生が適切に行われているかを確認してください。
・材料の保管時は、直射日光の当たらない風通しの良い場所で保管してください。
・凍結させないように3℃以上の室内に保管してください。
･性能に支障をきたす可能性がありますので、当社指定以外の材料を混ぜないでください。

・材料は、開缶後十分に撹拌してから、必ず計量器を利用し、製品缶に記載の比率を厳守して正確に混合してください。
　異なった比率で混合すると、硬化不良、塗膜異状の原因となります。
・材料の混合は十分に行い、可使時間以内に使い切るようにしてください。可使時間を経過したものを使用しますと、
　艶引け、硬化不良、付着不良などの原因となります。

・塗装中は換気を良くし、火気の取扱いには注意してください。
・周辺での火気、スパーク、高温物には注意してください。
・静電気対策のため、使用する装置などは接地してください。

共　　　通

施工上の注意点

二液の製品が対象

溶剤の製品が対象

薄膜型 防塵

［製作年月：2021年12月］（211200.YT-2）


